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新
た
な
改
革
の
考
え
方
と
方

向
を
定
め
た
大
綱
は
、　

年
度

１２

の
行
革
計
画
策
定
お
よ
び
予
算

編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で

す
。　

年
度
以
降
の
改
革
に
つ

１３

い
て
は
、
新
た
な
大
綱
を
来
年

度
に
策
定
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

区
財
政
は
、
税
収
の
落
ち
込

み
に
よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。　

年
度

１１

は
、
景
気
の
低
迷
と
恒
久
的
な

減
税
の
実
施
に
よ
る
影
響
等
に

よ
り
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不

足
が
生
じ
て
い
ま
す
（
右
下

図
）。

　

財
政
健
全
化
の
方
策
を
講
じ

な
い
場
合
、　

年
度
は
七
六
億

１２

円
も
の
多
額
の
財
源
不
足
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、　

年
度
は
財
源

１２

確
保
と
職
員
定
数
削
減
の
数
値

目
標
を
設
定
し
、
財
政
再
建
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
（
表

１
・
２
）。

　

区
で
は
、
次
の
五
つ
の
視
点

を
改
革
の
柱
に
据
え
て
、
民
間

企
業
の
経
営
手
法
も
導
入
し
な

が
ら
取
り
組
み
ま
す
（
表
３
）。

�
財
政
構
造
の
改
革

―
健
全
財
政
の
確
立
―

　

聖
域
を
設
け
ず
に
施
策
の
見

直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
徹
底

し
た
内
部
努
力
を
進
め
ま
す
。

区
税
等
の
徴
収
努
力
や
受
益
と

負
担
の
適
正
化
を
図
り
、
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

�
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
革

―
事
務
事
業
の
見
直
し
―

　

行
政
効
率
の
向
上
や
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
満
足
度
な
ど
の
視

点
か
ら
、事
務
事
業
を
見
直
し
、

効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

�
組
織
・
区
政
運
営
の
改
革

―
組
織
・
執
行
体
制
の見

直
し
―

　

簡
素
で
機
動
的
な
組
織
・
機

構
を
整
備
し
、
環
境
変
化
に
も

迅
速
に
対
応
で
き
る
区
政
運
営

を
進
め
ま
す
。

�
区
民
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
改
革

―
開
か
れ
た
区
政
と

区
民
と
の
協
働
―

　

区
政
の
透
明
性
を
高
め
、
区

民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
充
実
さ
せ
ま

す
。
ま
た
、
区
民

と
の
協
働
に
よ
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
型
区
政
を
推
進

し
ま
す
。

�
職
員
の意

識
改
革

―
職
員
の

意
識
改
革
と
能
力
開
発
―

　

区
民
の
側
に
目
を
向
け
、
コ

ス
ト
感
覚
を
持
ち
な
が
ら
よ
り

よ
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
た
め
、
職
員
の
意
識
改

革
と
能
力
開
発
に
努
め
ま
す
。

　

区
長
を
本
部
長
と
す
る
行
財

政
改
革
推
進
本
部
の
も
と
に
、

全
庁
を
挙
げ
て
新
た
な
行
政
改

革
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
区
民
お
よ
び
学
識
経

験
者
か
ら
な
る
新
し
い
懇
談
会

を
設
置
し
、
今
後
の
計
画
づ
く

り
等
を
進
め
る
予
定
で
す
。

☆

　

大
綱
や
今
後
の
計
画
づ
く
り

に
対
す
る
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
大
綱
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
綱

の
冊
子
に
つ
い
て
は
、
区
政
資

料
室
（
西
棟
二
階
）
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

表１―財源確保の目標

目標額区　　分

２１億７千万円(１)内部努力
７億６千万円　�職員人件費の抑制
１億２千万円　�管理経費の削減
１２億９千万円　�公社等の統廃合
５１億５千万円(2)事務事業の見直し
２億８千万円(3)歳入の確保

７６億円合　計

表２―定数削減の目標

５０人削減目標数

表３―主な計画化項目
１．財政構造の改革―健全財政の確立―

○歳入の確保
　　区税等の収納率の向上、学童クラブ保護者負担の導入等
○管理経費の削減
　　職員人件費の抑制、事務管理経費の削減、自然村管理運営
　　の見直し等
○財政運営の改善
　　財政の分析（バランスシート等）
２．行政サービスの改革―事務事業の見直し―

○公社等の統廃合と経営改善
　　まちづくり公社の廃止、国際交流協会と文化振興協会の統
　　合等
○補助金・分担金等の見直し
　　補助金・分担金・手当等の見直し
○施策の選択
　　南伊豆健康学園の見直し、保育園の児童定員の拡大等
○民間委託と事業の民営化の推進
　　学校給食業務の効率的運営、授産場の運営等
○事務事業評価の活用
　　事務事業評価による施策の見直し、政策評価の導入等
３．組織・区政運営の改革―組織・執行体制の見直し―

○組織・機構の簡素合理化
　　組織の改編、管理職ポストの削減等
○出張所・サービスコーナーの統廃合
　　出張所の廃止と新たな７事務所の設置（１３年４月予定）、
　　荻窪以外のサービスコーナーの段階的廃止
○職員定数の削減と職員配置の適正化
　　新規採用の抑制、定数削減等
４．区民コミュニケーションの改革
　　―開かれた区政と区民との協働―

○風通しのよい区政の推進
　　広報・広聴の改善、インターネットの活用等
○区民との協働の推進
　　地域活動の支援
５．職員の意識改革―職員の意識改革と能力開発―

○職員の意識改革
　　区民対応・接遇の向上、２１世紀プロジェクトの実施等
○人材育成と職員の能力開発
　　人材育成の推進、職員研修の見直し等

新
た
な
時
代
に
お
け
る
区
政
の
経
営
改
革
を
め
ざ
し
て

区税収入の落ち込み�

区の借金である区債の残高�

平成４年度�

７３７億円�

平成４年度�

４８９億円�

平成１１年度�

５５８億円�

平成１１年度�

８６９億円�

（見込み）�

（見込み）�

区
は
厳
し
い
財
政
状
況
を
克
服
し
、新
た
な
発
想
の
も
と
、成
果
を
よ
り
重
視
し
た
区
民
本
位
の
行
政
シ
ス
テ
ム

を
築
く
た
め
、
こ
の
た
び「
平
成　

年
度
行
政
改
革
大
綱
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

―
問
い
合
わ
せ
は
、企
画
課
へ
。

１２

◇
行
革
大
綱
の
性
格

◇　

年
度
は
七
六
億
円
の

１２財
源
不
足
が
予
想
さ
れ
ま
す

◇　

年
度
財
源
確
保
等
の
目
標

１２
◇
新
た
な
改
革
の
方
向

◇
改
革
の
実
現
に
向
け
て

詳
し
く
は
３
・
４
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い

「
杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」

２１

　
　

区
民
ア
ン
ケ
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ト
の
お
願
い
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新
た
な
改
革
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

杉
並
区
は
、
区
政
の
抜
本

的
な
経
営
改
革
を
行
い
、
悪

化
し
て
い
る
財
政
の
立
て
直

し
を
図
る
た
め
、
平
成　

年
１２

度
の
『
行
政
改
革
大
綱
』
を

こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
綱
は
、
長
引
く
不

況
や
税
制
改
革
の
影
響
な
ど

に
よ
る
、
区
財
政
の
深
刻
な

状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
作

成
し
た
も
の
で
す
。
大
綱
で

は
、
新
た
な
行
政
改
革
の
基

本
的
な
考
え
方
と
と
も
に
、

平
成　

年
度
に
お
け
る
改
革

１２

の
方
向
を
定
め
ま
し
た
。

　

新
し
い
改
革
の
推
進
に
当

た
っ
て
は
、
ま
ず
区
自
ら
が

内
部
努
力
を
徹
底
し
て
い
く

考
え
で
す
。
し
か
し
、
大
綱

の
内
容
に
は
、
事
務
事
業
の

廃
止
や
縮
小
も
含
む
施
策
の

選
択
や
再
構
築
な
ど
、
区
民

の
皆
さ
ん
に
も
負
担
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
な
る
、
厳
し

い
見
直
し
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
区
民
の
皆
さ
ん

と
築
い
て
き
た
事
務
事
業

を
、
深
刻
な
財
政
事
情
の
た

め
と
は
い
え
、
見
直
し
の
対

象
と
し
て
い
く
こ
と
は
、
私

と
し
て
も
非
常
に
胸
が
痛
み

ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た

改
革
に
い
ま
着
手
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
新
た
な
時
代
に

真
に
必
要
と
な
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
も
提
供
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
全
職
員
の
先
頭
に

立
っ
て
財
政
再
建
に
取
り
組

み
、
明
る
い
希
望
に
満
ち
た

　

世
紀
の
杉
並
の
実
現
を
め

２１ざ
し
て
い
く
決
意
で
す
。
い

わ
ば　

世
紀
の「
大
み
そ
か
」

２０

と
も
い
え
る
い
ま
、
区
政
の

「
大
改
革
」
に
取
り
組
み
、

新
た
な
姿
で　

世
紀
の
「
新

２１

年
」
を
迎
え
よ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
し

ば
ら
く
の
間
ご
不
自
由
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
改
革

の
趣
旨
を
何
と
ぞ
ご
理
解
い

た
だ
き
、「
杉
並
区
の
改
革
」

に
対
し
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

杉
並
区
長　

山
田　

宏

行
政
改
革
大
綱
が�

　
　
　
　
　
　
　
ま
と
ま
り
ま
し
た
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�
安
定
し
た
生
活
の

た
め
に

　

国
民
年
金
は
、
老

齢
に
な
っ
た
と
き
や

ケ
ガ
や
病
気
で
障
害

者
に
な
っ
た
と
き
、

ま
た
死
亡
し
た
と
き

に
年
金
を
支
給
し
、

生
活
の
安
定
が
そ
こ

な
わ
れ
な
い
よ
う

に
、
国
民
の
共
同
連

帯
で
健
全
な
生
活
の

維
持
・
向
上
に
役
立

つ
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
進

歩
な
ど
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の

寿
命
は
著
し
く
の
び
て
い
ま

す
。

　

国
民
年
金
は
、
生
涯
に
わ
た

り
支
給
さ
れ
る
大
変
魅
力
あ
る

制
度
で
す
。

�
さ
ま
ざ
ま
な
特
長

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国

民
に
共
通
す
る
「
基
礎
年
金
」

を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営

し
、
そ
の
た
め
に
支
払
わ
れ
る

年
金
額
の
三
分
の
一
は
国
が
負

担
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
額
は
、
物
価
の

変
動
に
合
わ
せ
て
改
定
す
る

「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」
を
と
っ

て
い
る
た
め
、
イ
ン
フ
レ
に
強

く
安
心
で
す
。

国
民
年
金
は
、
国
民
が
協
力
し
合
っ
て
安
定
し
た
生
活
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。
今
号
で
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
障
害

を
持
っ
た
と
き
な
ど
万
一
の
保
障
も
備
え
た
国
民
年
金
の
、
公
的
年
金
と
し
て
の
利
点
や
魅
力
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振

替
（
自
動
払
込
）
で
お
支
払
い

に
な
る
と
、
手
間
が
か
か
ら
ず

納
め
忘
れ
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
各
種

の
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
っ

た
り
、
減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

確
実
に
年
金
を
受
け
取
る
た

め
に
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
手
続
き

は
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
国
民

年
金
課
の
窓
口
で
で
き
ま
す
。

〈すみやかな届出があなたの権利を守ります〉

こんな手続きをこんなとき

職場の年金（厚生年金や共済組合）に加入していない方は、国民年金に
加入する手続きが必要です。

２０歳になったとき

国民年金に加入する手続きが必要です。扶養している配偶者がいる場合
は、併せて届出をしてください。

退職し、厚生年金や共済組合の加入者でなくな
ったとき

収入が少なく保険料の納付が困難なときは、免除申請の手続きをしてく
ださい。

保険料の納付が困難なとき

６５歳になって老齢基礎年金を受けようとするときや、障害基礎年金を受
けようとするときは、請求の手続きが必要です。

年金を受給するとき

�第３号被保険者（サラリーマンに扶養されている妻または夫）の届出

結婚したり収入が減ったりして、夫（妻）に扶養されるようになったと
きは、第３号被保険者に変更する届出をしてください。

扶養になったとき

離婚したり、収入が増えたりして、夫（妻）の扶養でなくなったときは、
第１号被保険者に変更する届出をしてください。

扶養でなくなったとき

引き続き第３号被保険者となることの確認をしてください。夫（妻）が会社などを変わったとき

夫（妻）が勤務していても、厚生年金や共済組合の加入者でなくなりま
すので、第１号被保険者に変更する届出をしてください。

夫（妻）が６５歳になったとき

手続きや相談には、年金手帳または基礎年金番号通知書と印鑑を持参してください。

�
皆
さ
ん
に
共
通
す
る
「
基
礎

年
金
」

　

日
本
国
内
に
住
む　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方
は
、
す
べ
て
国

６０

民
年
金
に
加
入
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
任
意
加
入
で
き

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■手続き・問い合わせは■

国民年金課

（区役所中棟二階）

℡３３１２‐２１１１（区代表）

※厚生年金に関することは杉並社
会保険事務所℡３３１２‐１５１１へ。

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合
、
免
除

制
度
が
あ
り
ま
す
。（
一
般
、
学

生
の
二
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。）

�
免
除
が
承
認
さ
れ
る
と
…

◇
免
除
の
期
間
は
、
将
来
年
金

を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
期

間
（
最
低
二
五
年
以
上
）
に

計
算
さ
れ
ま
す
。

◇
免
除
期
間
の
年
金
額
は
、
保

険
料
を
納
め
た
場
合
の
三
分

の
一
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

◇
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
支

給
は
保
険
料
を
納
め
た
と
き

と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

◇
免
除
期
間
の
保
険
料
は
、
一

〇
年
以
内
で
あ
れ
ば
い
つ
で

も
納
め
ら
れ
、
受
給
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

届
出
を
忘
れ
ず
に

�
生
涯
に
わ
た
る
給

付
◇
老
齢
基
礎
年
金

　
　

歳
か
ら
支
給
さ

６５
れ
ま
す
。
一
般
の
個

人
年
金
と
異
な
り
、

一
生
涯
支
給
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
の
納
付
済

期
間
（
免
除
期
間

な
ど
を
含
む
）
が

二
五
年
以
上
必
要

で
す
。

�
万
一
の
と
き
の
給

付
―
若
い
人
も
安
心
で

す◇
障
害
基
礎
年
金

　

加
入
中
ま
た
は　

歳
前
の
病

２０

気
や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
方
が
、
障
害
の

程
度
に
応
じ
て
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
保
険
料
の
納
付
要
件
が
あ
り

ま
す
。

◇
遺
族
基
礎
年
金

　

加
入
者
ま
た
は
受
給
権
者
が

亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に

扶
養
さ
れ
て
い
た　

歳
未
満
の

１８

子
の
い
る
妻
ま
た
は
子
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
保
険
料
の
納
付
要
件
が
あ
り

ま
す
。

�
国
民
年
金
だ
け
の
独
自
給
付

◇
寡
婦
年
金

　

第
一
号
被
保
険
者
の
納
付
済

期
間
が
二
五
年
以
上
あ
る
夫

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な

っ
た
と
き
に
妻
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
婚
姻
期
間
が
一
〇
年
以
上
あ

り
、
そ
の
夫
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
と
き
。

◇
死
亡
一
時
金

　

第
一
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
三
年
以
上
納
め
た
方

が
、
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な

っ
た
と
き
、
生
計
を
同
じ
に
し

て
い
た
遺
族
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き

―
免
除
制
度
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

さ
さ
え
あ
い
！

さ
さ
え
あ
い
！

あ
な
た
と
わ
た
し
の

あ
な
た
と
わ
た
し
の
国
民
年

国
民
年
金金

　

ま
た
、
納
め
た
保
険
料
は
、

全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。☆

　

な
お
、　

年
度
の
保
険
料
と

１１

給
付
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

▽
保
険
料
＝
一
万
三
三
〇
〇
円

（
月
額
）

▽
年
金
額
（
四
〇
年
か
け
た
場

合
）
＝
八
〇
万
四
二
〇
〇
円

（　

歳
受
給
の
場
合
）

６５

国民年金は魅力満載

老後だけではない年金保障

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

報酬比例分�

基礎年金（国民年金）�（共通）�

第一号被保険者�

◯自営業　◯学生　◯アルバイト�

第二号被保険者�

◯サラリーマン（会社員・公務員）�

第三号被保険者�

◯サラリーマンの夫（妻）に�
　　　　　　　扶養されている妻（夫）�

任意加入被保険者�
◯老齢厚生年金・退職共済年金の受給者�
◯外国に住む日本人�
◯６０歳以上６５歳未満でサラリーマン以外の方�

厚生年金�
共済年金�

月額�
１３，３００円�

月額�
１３，３００円�

給料から�
天引き　�

個人負担�
なし　　�

保険料の納付�

��

��

��

��
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〈発行日〉広報すぎなみ…毎月１日・１１日・２１日/ビューすぎなみ…偶数月２０日

●３

の り し ろ �

の り し ろ �

の

り

し

ろ

�

　太線にそって切り取り、しっかりとのりづけしてください。�

料金受取人払�

差出有効期間�
平成11年12月�
　7　日まで　　�

杉並局承認�

8 1 2 0

（切手不要）�

１６６８７０１�

杉並区阿佐谷南1―15―1�
杉並区役所�

行�

　
　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り

２１
の
た
め
、
区
で
は
審
議
会
の

審
議
状
況
な
ど
を
次
の
方
法

に
よ
り
お
伝
え
す
る
と
と
も

に
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
求
め
て
い
ま
す
。

○
区
広
報
紙
に
掲
載
（
月
一

回
程
度
）

○
杉
並
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載（
審
議
会
開
催
後
発
行
。

ア
ド
レ
ス
は
１
面
左
上
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

○
区
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
対
話

集
会
）
の
開
催
（
計
一
〇
回
、

年
内
の
予
定
は
、　

月　

日

１０

２１

の
広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ

い
）

○
区
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

（
今
号
に
掲
載
）

○
「　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
ニ
ュ

２１

ー
ス
」
の
発
行
（
お
お
む
ね

月
一
回
程
度
）

　

ビ
ジ
ョ
ン
に
関
す
る
ご
意

見
は
、
投
書
、
フ
ァ
ク
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
区
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
で
も
発

言
し
て
い
た
だ
け
ま
す
（
フ

ァ
ク
ス
な
ど
の
番
号
は
、
１

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

杉並区２１世紀ビジョンづくりに杉並区２１世紀ビジョンづくりに
皆さんのご意見をお寄せください皆さんのご意見をお寄せください

�２１世紀ビジョンは区民参加で
　現在、区では２１世紀の杉並区の将来像とそれを実現するための方策を示す新しい基本構想として、２１世紀ビジョ
ンづくりに取り組んでいます。２１世紀ビジョンは、これからの長期にわたる区のまちづくりの憲章となるものであ
り、区民参加のもとで作成することが重要です。
　このため区は９月に「杉並区２１世紀ビジョン審議会」（会長は石井威望東大名誉教授。区民、区議会議員、学識
経験者３５名で構成）を設置し、本格的な審議を開始しています。
　区はこの審議会の様子を、広報紙やホームページを通して公開し、意見を求めています。また、１０月から来年１
月まで各地域で計１０回、区長が出席する区民フォーラムを開催し、活発な対話を行っています。

　

区
は　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

２１

り
に
、
よ
り
一
層
区
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、
全
世
帯
を
対
象
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。（
下

段
及
び
４
面
参
照
）

　
　

世
紀
の
杉
並
の
新
し
い
羅

２１
針
盤
と
な
る　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

２１

を
よ
り
良
い
も
の
と
す
る
た

め
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

投
か
ん
は
、　

月　

日
ま
で

１１

３０

に
お
願
い
し
ま
す
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課

へ
。

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
は
あ
な
た
の
手
で

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す

区民� 区�

２１世紀ビジョン
区民フォーラム�

２１世紀ビジョン
検討会議�

区民アンケート�

区長�

ホームページ�

　
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

審
議
会�

区議会�

部会�

２１�

提案提案�

議決議決�
諮問諮問�

答申答申�

提案�

議決�
諮問�

答申�

〈「杉並区２１世紀ビジョン」策定体制〉

問い合わせは、

企画課へ。

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
用
紙

（
質
問
項
目
な
ど
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

企画部　企画課

性　別　男　・　女

年　代　（　　）代

住　所　杉並区　　　　　丁目

●ご協力ありがとうございました。
この回答用紙を切り取りしっかり
のりづけをして切手をはらずに投
かんして下さい。（１１月３０日まで）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
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杉並区役所�３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

●４

の り し ろ �

の り し ろ �

の

り

し

ろ

�

　太線にそって切り取り、しっかりとのりづけしてください。�

１．心の豊かさ
２．健康
３．自己責任
４．杉並らしさ
５．共に生きる

６．人と人との結びつき
７．公徳心
８．文化
９．環境
１０．人を育てる

１１．他への思いやり
１２．安心
１３．みどり
１４．福祉
１５．情報

１６．その他
　具体的に
［　　　　　　　］

あなたのご意見をお聞かせください
「杉並区２１世紀ビジョン」区民アンケート

問１．２１世紀の杉並区が大切にすべきことがらを表す言葉として、最もふさわしいと思われる
ものを３つ以内で選んでください。

問２．杉並区がめざすべきまちづくりの方向として、あなたの望
むまちに近いと思われるものを３つ以内で選んでください。

１．情報通信分野など新しい産業が育つ活力のあるまち
２．環境に配慮し、省資源・リサイクルに積極的に取り組むまち
３．交通の便がよく、人々が集まる活気あるまち
４．だれもが文化・芸術・スポーツ活動に親しめるまち
５．緑の多い静かな環境に囲まれた住宅のまち
６．ボランティアなどの自主的な活動が盛んなまち
７．近隣とのふれあいや交流の盛んなまち
８．保育や教育環境が充実した子育てのしやすいまち
９．福祉が充実し、安心して健康に暮らせるまち
１０．生涯学習が盛んで人を一生にわたって育てるまち
１１．その他［　　　　］

質問項目

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
用
紙

（
表
面
に
も
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
切
手
は
不
要
で
す
。）

上記の質問の回答を記入して下さい。 「杉並区２１世紀ビジョン」は区民参加のも
とで作成することが重要です。ビジョン
に関して自由なご意見をお寄せ下さい。

問１

　１.（　　）　２.（　　）　３.（　　）

　その他　（ ）

問３

　（　　　　）

問２

　１.（　　）　２.（　　）　３.（　　）

　その他　（ ）

問３．杉並区の地域社会をより良くしていく上で、行政と区民
（町会、商店会、ボランティア・グループ、ＮＰＯなどの区民の
団体を含む）との関係は、今後どのようにあればよいと思い
ますか。あなたの意見に最も近いものを選んでください。

１．まちに住む一人ひとりの区民の自主的な活動が最も大切で
ある。行政は、このための活動の場の確保など、環境の整備
に重点を置くべきで、かかわりは少なくすべきである。
２．区民と行政が対等のパートナーとしてそれぞれ役割を果た
しながら、お互いに協力・協働していくことが望ましい。
３．地域社会のつながりが弱体化した今日、新たな地域社会づ
くりのために、行政は積極的にリーダーシップを発揮すべき
である。
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●５
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１１

６
時　

分
開
演
（
６
時
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
出

２２

３２

演
】
指
揮
＝
小
�
雅
弘
／
ソ
プ

ラ
ノ
＝
福
地
友
子
／
ア
ル
ト
＝

戸
畑
リ
オ
／
テ
ノ
ー
ル
＝
岡
本

泰
寛
／
バ
ス
＝
黒
木
純
／
オ
ル

ガ
ン
＝
佐
々
木
順
子
／
エ
ウ
フ

ォ
ニ
ア
室
内
管
弦
楽
団
【
曲

目
】
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
＝
ミ
サ
曲

ソ
レ
ム
ニ
ス
・
ハ
長
調
ほ
か

【
定
員
】
五
六
八
名
【
入
場

料
】
二
〇
〇
〇
円
（
自
由
席
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
エ
ウ
フ
ォ
ニ
ア
合
唱
団
・

岡
田
℡
０
４
２
‐
３
９
２
‐
４

９
９
２
ヘ
。

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で
、　

月　
１１

２５

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１

１６６

梅
里
１
―　

―　

）
へ
。
申
し

２２

３２

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６
２
１ 

へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１２

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
・

３０

区
共
催
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂

（
上
荻
１
―　

―　

）【
出
演
】

２３

１５

指
揮
＝
永
濱
幸
雄
、
独
唱
／
ソ

プ
ラ
ノ
＝
河
添
富
士
子
／
メ
ゾ

ソ
プ
ラ
ノ
＝
森
永
朝
子
／
テ
ノ

ー
ル
＝
古
沢
泉
／
バ
リ
ト
ン
＝

大
久
保
真
／
合
奏
＝
杉
並
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
合
唱
団【
曲
目
】

ブ
ラ
ー
ム
ス
＝
大
学
祝
典
序

曲
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
＝
交
響
曲

第
九
番
「
合
唱
付
」【
定
員
】
一

〇
八
八
名
【
入
場
料
】
一
五
〇

〇
円
（
全
席
自
由
・
当
日
券
あ

り
）

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
杉
並
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
・
寺
島
℡
５
４
９
８

‐
３
４
２
８
へ
。

◇
区
民
一
五
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で　

月　

日

１１

２５

（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅

１６６

里
１
―　

―　

）
へ
。
申
し
込

２２

３２

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
昼
の

１１

２５

部
＝
午
後
２
時
〜
、
夜
の
部
＝

午
後
７
時
〜
（
区
後
援
）
【
会

場
】
カ
ト
リ
ッ
ク
下
井
草
教
会

（
井
草
２
―　

―　

）
【
出

３１

２５

演
】
ワ
ル
シ
ャ
ワ
少
年
合
唱
団

【
曲
目
】
グ
レ
ゴ
リ
ア
聖
歌
〜

ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ロ
ル
ほ
か

【
入
場
料
】
二
五
〇
〇
円
（
高

校
生
以
下
一
五
〇
〇
円
）【
定

員
】
各
回
五
〇
〇
名

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
少
年
合
唱
団

コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
・
今

井
℡
３
３
３
１
‐
４
７
０
８ 

へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１２

　

時
〜
（
９
時　

分
開
場
・
区

１０

３０

共
催
）【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）【
定

２２

３２

員
】
五
六
八
名
【
入
場
料
】
無

料
　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
民
踊

舞
踊
連
盟
・
中
屋
℡
３
３
１
４
‐

４
３
０
６
へ
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
中
国

で
の
体
験
を
も
と
に
し
た
、
児

童
文
学
を
原
作
と
す
る
日
中
平

和
友
好
条
約
締
結
二
〇
周
年
記

念
企
画
作
品
で
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

３０

７
時
開
演
（
６
時
開
場
）【
会

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

　

―　

）【
定
員
】
一
一
〇
〇

２３

１５

名
【
入
場
料
】
大
人
一
二
〇
〇

円
、
高
校
生
以
下
八
〇
〇
円

　

チ
ケ
ッ
ト
の
お
求
め
・
お
問

い
合
わ
せ
は
、「
チ
ン
パ
オ
」

上
映
委
員
会
・
横
山
℡
３
３
３

７
‐
４
６
６
９
へ
。

　

明
日
の
「
真
打
ち
」
を
目
指

す
若
手
落
語
家
に
よ
る
勉
強
会

で
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２０

２
時
開
演
【
会
場
】
杉
並
会
館

（
上
荻
３
―　

―
５
）【
出
演
】

２９

柳
家
喬
之
助
ほ
か
【
定
員
】
五

〇
名
【
木
戸
銭
】
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
杉
並
区
文
化
振
興

協
会
℡
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

心
身
の
発
達
に
心
配
の
あ
る

お
子
さ
ん
と
ご
家
族
へ
の
援
助

を
目
的
と
し
た
施
設
で
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２９

１
時　

分
〜
４
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

（
高
井
戸
東
１
―　

―
５
）

１８

【
内
容
】
地
域
療
育
シ
ス
テ
ム

の
確
立
に
向
け
て
【
講
師
お
よ

び
パ
ネ
ラ
ー
】
河
合
洋
さ
ん
ほ

か
【
定
員
】八
〇
名（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
５
３
１
７
‐
５
６
６
１

へ
。

　

当
園
は
、
身
体
に
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
持
っ
た
方
が
、
自

立
や
社
会
参
加
を
目
指
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
〜　

１１

２９

１２

月
３
日
�
の
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

　

分
、
午
後
１
時　

分
〜
２
時

３０

３０

　

分
（
１
日
は
午
前
中
の
み
）

３０【
会
場
】
こ
す
も
す
生
活
園

（
堀
ノ
内
１
―　

―
９
）【
内

２７

容
】
活
動
内
容
の
展
示
、
ビ
デ

オ
上
映
な
ど
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
生
活
園

℡
３
３
１
７
‐
９
３
１
２
�
３

３
１
７
‐
９
３
３
２
へ
。

　

ス
キ
ー
・
ス
ケ
ー
ト
な
ど
、

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
品
を

特
集
し
て
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
開
催
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
一

般
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２７

　

時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
開

１１催
）【
会
場
】
杉
並
中
継
所

（
井
草
４
―　

―　

）
会
議
室

１５

１８

ほ
か
【
出
品
物
】
不
用
に
な
っ

た
雑
貨
や
衣
類
な
ど
【
募
集
店

数
】
二
三
店
（
先
着
順
）【
参
加

費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、　

月　

日
�

１１

１６

午
前　

時
か
ら
電
話
で
リ
サ
イ

１０

ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸
℡
３
３
３

１
‐
４
３
６
０
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。
最
終
締
め

切
り
は　

日
で
す
。

２０

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

へ
。

※
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２３

　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

１０行
・
区
共
催
）【
会
場
】
杉
並

第
一
小
学
校
（
阿
佐
谷
北
１
―

５
―　

）【
内
容
】
フ
リ
ー
マ

２７

ー
ケ
ッ
ト
、
屋
台
村
、
防
災
サ

バ
イ
バ
ル
体
験
（
起
震
車
・
炊

き
出
し
・
空
缶
コ
ン
ロ
づ
く
り

な
ど
）
ほ
か

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、「
チ
ァ
オ

！
」
事
務
局
℡
５
３
０
６
‐
３

９
３
９
（
杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

FAX

バ
ザ
ー
＆
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

エ
ウ
フ
ォ
ニ
ア
合
唱
団

 

定
期
演
奏
会

杉
並
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
定
期
演
奏
会

ワ
ル
シ
ャ
ワ
少
年
合
唱
団

 

コ
ン
サ
ー
ト

�
杉
並
民
踊
舞
踊
連
盟

 
チ
ャ
リ
テ
ィ
文
化
ま
つ
り

��
日
中
合
作
映
画

「
チ
ン
パ
オ 

（
陳
宝
的
故
事
）」 

 

上
映
会

�

�
若
手
あ
と
お
し
落
語
会

 
―
柳
家
喬
之
助
勉
強
会

�こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

 

施
設
公
開
と
講
演
会

こ
す
も
す
生
活
園

 

施
設
公
開

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

　

杉
並
中
継
所

in

　

西
暦
２
０
０
０
年
ま
で
残
す

と
こ
ろ
あ
と
一
カ
月
半
程
度
に

な
り
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
、

だ
れ
も
は
っ
き
り
と
何
が
起
こ

る
か
予
測
で
き
な
い
問
題
で
す

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム

が
停
止
し
た
り
、
誤
作
動
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
区
の

種
々
の
業
務
や
、
電
気
、
ガ
ス
、

水
道
、
交
通
、
金
融
、
医
療
な

ど
が
混
乱
し
、
日
常
生
活
に
大

き
な
支
障
が
生
じ
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
混
乱
が
起
き
な

い
よ
う
、
区
で
は
こ
の
問
題
に

取
り
組
み
、
国
・
東
京
都
や
電

気
・
通
信
事
業
者
、
交
通
事
業

者
、
金
融
機
関
、
病
院
な
ど
で

も
、
こ
の
問
題
へ
の
対
応
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
問
題
に
関
係
す

る
何
ら
か
の
問
題
が
発
生
し
た

場
合
に
、
区
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
を
目
的
に
、
こ
の
計
画
で

は
、
次
の
こ
と
を
定
め
ま
し

た
。

１　

区
長
が
本
部
長
と
な
る
対

策
本
部
を
設
置
し
、
各
部
長

を
メ
ン
バ
ー
と
し
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

２　

区
役
所
の
大
型
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
の
模
擬
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
修
正
を
完

了
し
ま
し
た
。

３　

区
立
施
設
が
円
滑
に
運
営

で
き
る
よ
う
模
擬
テ
ス
ト
を

実
施
し
、
電
気
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
が
ダ
ウ
ン
し
た
場

合
の
対
応
計
画
の
策
定
を
行

い
ま
し
た
。

４　

福
祉
施
設
、
高
齢
者
お
よ

び
障
害
者
へ
の
支
援
態
勢
を

整
備
し
ま
し
た
。（
厚
生
部
・

高
齢
者
福
祉
部
・
障
害
者
福

祉
室
）

５　

２
０
０
０
年
問
題
を
悪
用

し
た
商
法
へ
の
相
談
・
問
い

合
わ
せ
な
ど
へ
の
体
制
を
整

備
し
ま
し
た
。
（
消
費
生
活

課
）

６　

中
小
企
業
者
か
ら
の
相

談
・
問
い
合
わ
せ
な
ど
へ
の

体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。（
経

済
勤
労
課
）

７　

消
防
、
警
察
、
お
よ
び
電

気
、
ガ
ス
、
水
道
等
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
関
連
企
業
と
の
情

報
、
連
絡
体
制
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
　

な
お
、
こ
れ
ら
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
関
連
企
業
で
は
機
器

等
の
点
検
を
終
了
し
て
い
ま

す
。

８　

区
民
へ
の
情
報
提
供
（
広

報
課
）・
区
民
か
ら
の
相
談
受

付
（
広
聴
課
）
の
体
制
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
０
年
問
題
で
問
題
発

生
が
予
想
さ
れ
る
今
年
の　

月
１２

　

日
か
ら
２
０
０
０
年
１
月
１

３１日
の
年
末
年
始
に
か
け
て
区
で

は
、
通
常
の
体
制
よ
り
強
化
し

て
、万
一
に
備
え
ま
す
。
ま
た
、

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
税
証
明

な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
ホ

ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
正
常
に

稼
動
す
る
か
否
か
の
稼
動
テ
ス

ト
を
１
月
１
日
に
実
施
し
、
１

月
４
日
の
業
務
開
始
に
備
え
ま

す
。

　

な
お
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
連

企
業
で
も
、
年
末
年
始
に
つ
い

て
は
、
万
一
に
備
え
職
員
を
待

機
さ
せ
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。

　

前
回
（
９
月　

日
号
）
で
も

２１

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、再
度
、

ご
家
庭
で
も
自
衛
策
と
し
て
次

の
準
備
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▽
飲
料
水
（
一
人
一
日
三
�
）

＝
三
日
分
▽
食
料
品
（
簡
単
に

調
理
で
き
る
も
の
）
＝
三
日
分

▽
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ

ン
ベ
、
懐
中
電
灯
、
乾
電
池
、

ろ
う
そ
く
、
マ
ッ
チ
、
携
帯
ラ

ジ
オ
な
ど

　

三
日
分
程
度
の
備
蓄
は
震
災

対
策
と
し
て
も
共
通
の
こ
と
で

す
の
で
、
こ
の
際
に
点
検
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
「
広
報
す
ぎ
な
み
」

で
２
０
０
０
年
問
題
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
が
、

新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
な
ど

の
様
々
な
情
報
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０
年
問
題

杉
並
区
の
取
り
組
み

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
停
止
や
誤
作
動
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
西
暦
２
０
０
０
年
問
題
」
。
区
で
は
、
こ
の
問
題
へ
の
「
危
機
管
理
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

―
問
い
合
わ
せ
は
、
広
聴
課
ま
た
は
防
災
課
へ
。

年
末
年
始
の
区
の
体
制

危
機
管
理
計
画

今
後
の
情
報
に
ご
注
意
を

各
家
庭
で
の
対
応（
準
備
）

�往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

�あて先は各記事の申込
先

�託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）
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〈家族介護者教室〉

会　場講　師テーマ（定員）日　時
上井草ふれあいの家
℡３３９４‐１０９４

上井草３―３３―１０

大正大学教授
 竹中星郎

痴呆症の特徴と介護
 （３０）

１１月２７日�
午後２時～４時

阿佐谷北ふれあいの家
℡３３３８‐８６３０
阿佐谷北１―２―１

阿佐谷北
ふれあいの家
 職員

特別保護老人ホームで
ボランティア体験をし
てみませんか （１５）

１２月１日�
午後１時３０分
 ～３時３０分

上荻ふれあいの家
℡３３０１‐２２５６

上荻２―２６―７

中里医院院長
 中里　厚

高齢者の「うつ」と
「痴呆」 （２０）

　　２日�
午後１時３０分
 ～３時

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２７

２
時
〜
４
時
【
会
場
】
永
福
図

書
館
（
永
福
４
―　

―
７
）【
講

２５

師
】
評
論
家
・
川
本
三
郎
さ
ん

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
【
定
員
】
一
〇
〇
名

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
３
３
２
２
‐
７
１
４
１
へ
。

※
車
で
の
来
館
は
、
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
・　

１１

２０

２１

日
�
の
午
後
２
時
〜
４
時
【
会

場
】
成
田
図
書
館
【
講
師
】
管

理
栄
養
士
・
荒
牧
麻
子
さ
ん

【
定
員
】
各
回
三
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

直
接
ま
た
は
電
話
で
同
図
書
館

（
成
田
東
３
―　

―
５
℡
３
３

２８

１
７
‐
０
３
４
１
）
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

【
日
時
・
内
容
】　

月
４
日

１２

�
＝
司
馬
遼
太
郎
の
ル
ー
ツ
と

ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関

連
、　

月　

日
�
＝
司
馬
遼
太

１２

１１

郎
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
世
界
と
歴

史
の
現
代
性
／
時
間
は
、
い
ず

れ
も
午
後
２
時
〜
４
時
【
会

場
】
下
井
草
図
書
館
（
下
井
草

３
―　

―
５
）
【
講
師
】
文
学

２６

評
論
家
・
磯
貝
勝
太
郎
さ
ん

【
定
員
】
六
〇
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
３
３
９
６
‐
７
９
９
９
へ
。

　

近
所
で
採
れ
る
木
の
実
や
植

物
な
ど
を
使
い
、
す
て
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１１

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２０

　

時
〜
正
午【
会
場
】子
育
て
サ

１０ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
今
川
（
今
川

３
―
３
―　

今
川
保
育
園
内
）

１８

【
内
容
】
子
ど
も
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
ほ
め
方
・
し
か
り
方【
講

師
】
東
京
成
徳
短
期
大
学
助
教

授
・
今
井
和
子
さ
ん
【
定
員
】

六
〇
名
程
度
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
℡
３
３
９

４
‐
３
９
３
５
へ
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
。

※
�
託
児
有
り（
二
〇
名
以
内
）

�
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
に
と
っ
て
の
か
ん

で
食
べ
る
こ
と
の
意
味
を
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月
７
日
�
午
後

１２

１
時　

分
〜
３
時
【
会
場
】
荻

３０

窪
保
健
セ
ン
タ
ー
（
荻
窪
５
―

　

―
１
）【
講
師
】
和
洋
女
子

２０大
学
助
教
授
・
柳
沢
幸
江
さ
ん

【
対
象
】
就
学
前
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
保
護
者
【
定
員
】
三
〇

名
（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
電
話
で
荻
窪

保
健
セ
ン
タ
ー
℡
３
３
９
１
‐

０
０
１
５
へ
。
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
。

※
当
日
は
身
体
測
定
は
あ
り
ま

せ
ん
。　

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２０

２
時
〜
５
時
（
区
後
援
）
【
会

場
】
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル

（
和
田
３
―　

―　

）【
内
容
】

３０

２２

①
日
本
フ
ィ
ル
に
よ
る
ク
ラ
シ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
②
中
央
大
学

教
授
・
横
湯
園
子
さ
ん
に
よ
る

講
演
「
子
ど
も
と
と
も
に
歩
む

と
は
」【
定
員
】
三
〇
〇
名
（
先

着
順
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
教
育

と
文
化
の
つ
ど
い
実
行
委
員

会
・
山
川
℡
３
３
９
９
‐
８
７

１
９
へ
。

　

「
個
の
権
利
」
を
焦
点
に
、

憲
法
を
基
本
と
し
た
成
熟
社
会

を
考
え
ま
す
。（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２８

１
時　

分
〜
【
会
場
】
セ
シ
オ

３０

ン
杉
並
（
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

【
講
師
】
作
家
・
辺
見
庸
さ
ん

【
参
加
費
】
三
〇
〇
円
（
資
料

代
）・
学
生
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
憲
法

集
会
連
絡
会
・
東
本
℡
３
３
３

４
‐
６
６
５
６
へ
。

�
盲
人
卓
球
講
習
会

　

鈴
の
入
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉

を
、
音
を
頼
り
に
打
ち
合
う
競

技
で
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

２８

９
時
〜
午
後
１
時
【
会
場
】
荻

窪
体
育
館
（
荻
窪
３
―　

―
４７

２
）
【
対
象
】
身
体
に
障
害
の

あ
る
方
【
参
加
費
】
無
料
【
申

込
み
】
希
望
者
は
、
直
接
会
場

へ
【
問
合
せ
】
同
体
育
館
℡
３

２
２
０
‐
３
３
８
１

�
い
き
い
き
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

　

運
動
機
能
測
定
（
筋
力
・
瞬

発
力
・
全
身
持
久
力
・
敏
し
ょ

う
性
・
平
衡
性
・
柔
軟
性
）
を

行
い
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
面
談

を
し
な
が
ら
�
成
人
病
予
防
�

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
�
体
力
ア
ッ

プ
な
ど
、
あ
な
た
の
目
的
に
応

（
下
井
草
５
―
７
―　

）【
対

２２

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

親
子（
小
学
生
以
上
）
【
定
員
】

親
子
一
五
組
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
一
組
一
枚
）
に
参
加
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
書
い
て
、　

月　

日（
消

１１

２５

印
有
効
）
ま
で
に
科
学
教
育
セ

ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
３
３
清

１６７

水
３
―
３
―　

）
へ
。
申
し
込

１３

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
９
６
‐
４
３
９
１ 

へ
。

　

【
日
時
・
会
場
・
テ
ー
マ
・

定
員
】
左
表
の
と
お
り
【
対
象
】

高
齢
者
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

直
接
各
会
場
へ
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
。

※　

月
１
日
は
上
履
き
持
参
。

１２動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

　

杉
並
区
の
友
好
都
市
、
北
海

道
風
連
町
で
、
中
学
生
同
士
の

交
流
会
を
行
い
ま
す
。　

月
の

１２

平
均
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
八
・
六

℃
と
い
う
北
国
の
厳
し
い
自

然
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
〜　

１２

２６

２９

日
�
（
三
泊
四
日
）【
場
所
】
北

海
道
上
川
郡
風
連
町
【
内
容
】

イ
グ
ル
ー
づ
く
り
、
町
内
ウ
ォ

ー
ク
ラ
リ
ー【
対
象
】区
内
在
住

の
中
学
生【
定
員
】二
五
名
【
参

加
費
】
二
万
二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
５
面
記
入
例
参
照
）
に
学
校

名
、
学
年
、
保
護
者
の
署
名
も

入
れ
て　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

２４

で
に
、
児
童
青
少
年
セ
ン
タ
ー

事
業
係
（
〒　

‐
０
０
５
１
荻

１６７

窪
１
―　

―
３
）
へ
。
申
し
込

５６

み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
事
業
係
℡
３
３
９
３
‐
４
７

６
０
へ
。 

�
杉
並
・
風
連
子
ど
も
交
流
会

風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験

日
本
映
画
の
黄
金
時
代

�
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー

区
民
科
学
教
室 

 
―
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
て

�

図
書
館
の
出
版
物
の 

 

活
用
法

―
高
齢
者
の
健
康
食
生
活 

 

昨
日
・
今
日
・
明
日

�
下
井
草
図
書
館
文
学
講
座

司
馬
遼
太
郎
の 

 

文
学
の
国
際
性

�

�
育
児
講
演
会

 

自
律
を
育
む
し
つ
け

��
遊
ｉ
ｎ
ｇ　
講
演

食
べ
る
こ
と
は
か
む
こ
と
か
ら

�
第
２
回

杉
並
・
教
育
と
文
化
の
つ
ど
い

第　

回
杉
並
憲
法
集
会

２８

家
族
介
護
者
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�

じ
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１２

１
時　

分
〜
４
時　

分【
会
場
】

３０

３０

荻
窪
体
育
館
【
対
象
】
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】

二
〇
名
【
参
加
費
】五
〇
〇
円

【
申
込
み
】往
復
ハ
ガ
キ
（
５
面

記
入
例
参
照
、
２
名
ま
で
連
記

可
）
に
生
年
月
日
と
希
望
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
番
号
（
�
〜
�
）
も

一
つ
書
い
て
、　

月　

日（
必

１１

２５

着
）ま
で
に
荻
窪
体
育
館
（
〒

　

‐
０
０
５
１
荻
窪
３
―　

―

１６７

４７

２
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
【
問
合
せ
】
同
体

育
館
℡
３
２
２
０
‐
３
３
８
１

�
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

　
【
日
時
】　

月　

日
〜　

月　

１１

３０

１２

２４

日
の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
前
９

時
〜　

時（
計
８
回
）【
会
場
】上

１１

井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム【
対
象
】区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方【
定
員
】

二
〇
名【
参
加
費
】無
料（
入
場

料
四
〇
〇
円
が
必
要
）【
申
込

み
】往
復
ハ
ガ
キ（
５
面
記
入
例

参
照
）で　

月　

日（
必
着
）ま

１１

２０

で
に
上
井
草
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー（
〒　

‐
０
０
２
３
上
井
草
３

１６７

―　

―
１
）へ
。申
し
込
み
多
数

３４
の
場
合
は
、抽
選【
問
合
せ
】同

セ
ン
タ
ー
℡
３
３
９
０
‐
５
７

０
７【
備
考
】セ
ミ
ナ
ー
開
催
中

は
一
般
利
用
は
で
き
ま
せ
ん

　

区
民
大
学
は
、
一
般
の
方
を

対
象
に
、
現
代
的
な
問
題
や
生

活
課
題
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

き
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
は

企
画
委
員
の
助
言
を
受
け
、
各

専
門
分
野
か
ら
講
師
を
迎
え
て

学
術
的
考
察
方
法
を
尊
重
し
な

が
ら
学
習
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
今
年
度
は
次
の
二
コ
ー
ス

を
開
講
し
ま
す
。

◇
芸
術
文
化
系

中
東
の
歴
史
―
政
治
・
社
会
・

文
化
の
探
求
（
企
画
委
員
＝
上

智
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客

員
研
究
員
・
泉
淳
さ
ん
、
�
日

本
国
際
問
題
研
究
所
主
任
研
究

員
・
松
本
弘
さ
ん
）

　

中
東
問
題
の
背
景
に
あ
る
歴

史
・
民
族
・
思
想
的
側
面
に
つ

い
て
学
習
を
深
め
ま
す
。

◇
自
然
系

局
地
気
象
と
人
間
（
企
画
委
員

＝
東
京
大
学
気
候
シ
ス
テ
ム
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
・
二
宮

洸
三
さ
ん
、
気
象
予
報
士
・
藤

森
涼
子
さ
ん
）

　

気
象
の
基
礎
的
な
事
象
か
ら

学
習
し
、
都
市
の
局
地
的
な
気

象
現
象
や
災
害
に
係
わ
る
局
地

気
象
に
つ
い
て
、
人
間
に
及
ぼ

す
影
響
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

【
日
時
・
テ
ー
マ
】
左
表
の

と
お
り
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉

並
（
梅
里
１
―　

―　

）
【
対

２２

３２

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で　

歳
以
上
の
方
【
定
員
】
各

１８
六
〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
５
面
記
入
例
参
照
）に
希
望
す

る
コ
ー
ス
名
も
書
い
て
、　

月
１１

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教

２９育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１

１６６

１
梅
里
１
―　

―　

）
へ
。
申

２２

３２

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
℡
３
３
１
７
‐
６
６
２
１ 

へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

〈杉並区民大学〉

内　容日　時
�芸術・文化系―中東の歴史―政治・社会・文化の探求

イントロダクション―中東概観１２月７日
中東の宗教�―イスラーム、ユダヤ教、キリスト教 １４日
中東の歴史�―イスラーム王朝拡大期 ２１日
中東の社会―文化と衣食住１月１１日
中東の歴史�―オスマン帝国の興亡 １８日
中東の歴史�―欧州列強と中東の近代 ２５日
中東の宗教�―宗教的急進主観２月１日
中東の歴史�―パレスチナ地域� ８日
中東の歴史�―パレスチナ地域� １５日
中東の歴史�―ペルシア湾岸地域� ２２日
中東の歴史�―ペルシア湾岸地域� ２９日
まとめ―中東の現在と未来３月７日

※時間は、いずれも火曜日の午後７時～８時３０分。
�自然系―局地気象と人間

気象学入門―物理法則に基づいた理解１２月１３日
世界有数の日本海側の豪雪現象 ２０日
局地的な強風現象１月１７日
海陸風の実態と基礎理論 ２４日
地形と強風―おろし・山谷風 ３１日
降水の集中性と局地性２月７日
大気中の対流現象のメカニズム―雲と雷 １４日
梅雨前線とその階層構造 ２１日
ヒートアイランド現象 ２８日
都市気候と生活３月６日
天気予報のための基礎原理 １３日
施設見学など（場所・テーマ・時間は未定）（未定）
鼎談　局地天気予報を科学する３月２７日

※時間は、いずれも月曜日の午後７時～８時３０分。

杉
並
区
民
大
学 
第　

期
受
講
生
募
集

１０

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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【
募
集
内
容
】下
表
の
と
お
り

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込

書
兼
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
表
中
の
各
締
切
日

ま
で
に
職
員
課
人
事
係
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

　

【
職
種
・
資
格
】
①
教
員

（
一
年
以
上
の
正
規
教
員
経
験

が
必
要
）
②
養
護
教
諭
③
事
務

等
（
事
務
は
学
校
事
務
等
を
五

年
以
上
、
栄
養
士
は
学
校
栄
養

士
等
を
三
年
以
上
の
正
規
職
員

経
験
が
必
要
）。①
〜
③
と
も
年

齢
制
限
が
あ
り
ま
す
【
選
考
】

書
類
選
考
お
よ
び
面
談
【
勤
務

地
】
都
内
公
立
学
校

　

申
し
込
み
は
、　

月　

日
〜

１１

３０

　

月
３
日
に
所
定
の
書
類
を
持

１２参
の
う
え
都
教
育
庁
人
事
部
選

考
課
（
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８

―
１
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
℡
５

３
２
０
‐
６
７
８
７
へ
。

※
募
集
要
綱
は
、
学
校
教
育
部

指
導
室（
区
役
所
東
棟
六
階
）

に
あ
り
ま
す
。

　

【
応
募
資
格
】
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
「
ア
ク
セ
ス
」
を
使
用

し
た
デ
ー
タ
処
理
の
知
識
が
あ

る
方
で
、
高
卒
程
度
以
上
の　
３０

歳
く
ら
い
ま
で
の
方
【
勤
務
内

容
】
デ
ー
タ
処
理
業
務
・
一
般

事
務
な
ど
【
募
集
人
数
】
一
名

【
採
用
時
期
】　

月
中
【
勤
務

１２

時
間
等
】
月
曜
〜
金
曜
日
の
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

（
時
間
外
勤
務
あ
り
）【
勤
務
条

件
】
月
給
一
六
万
二
〇
〇
〇
円

（
扶
養
手
当
な
ど
各
種
手
当
、

賞
与
あ
り
）
、
社
会
保
険
適
用

　

申
し
込
み
は
、
履
歴
書
を　
１１

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
�
杉

２６
並
区
さ
ん
あ
い
公
社
管
理
課

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
７
杉
並
区
社
会
福
祉

１６

会
館
六
階
）へ
。申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、選
考
に
よ
り
決
定
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
℡
５

３
０
６
‐
３
１
３
５
へ
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
�
あ
な
た

の
夢
は
何
で
す
か
？　

　

今
年
度
の
成
人
式
（
１
月　
１０

日
開
催
）
で
は
、
西
暦
２
０
０

０
年
を
記
念
し
て
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
「
夢
」
に
つ
い
て
の

作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

【
募
集
内
容
】
「
夢
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い

る
こ
と
」
「
こ
の
夢
を
持
つ
き

っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
」

「
私
は
こ
う
し
て
夢
を
実
現
さ

せ
た
」
な
ど
を
、
①
二
〇
〇
字

程
度
の
文
章
②
イ
ラ
ス
ト
・
絵

③
写
真
で
表
現
し
た
作
品
（
い

ず
れ
も
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
た
未

発
表
の
も
の
。
応
募
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
）【
応
募
資
格
】
区

内
在
住
で
昭
和　

年
４
月
２
日

５４

〜
昭
和　

年
４
月
１
日
に
生
ま

５５

れ
た
方

　

申
し
込
み
は
、　

月
８
日

１２

（
必
着
）
ま
で
に
女
性
・
青
少

年
課
青
少
年
係
（
区
役
所
東
棟

六
階
）
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、

生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、
昼

間
の
連
絡
先
電
話
番
号
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

※
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
選
考

委
員
会
で
展
示
作
品
二
〇
点

を
選
考
し
、
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
（
該
当
者
に
は　

月
１２

中
に
連
絡
し
ま
す
）。

　

区
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

活
動
を
し
て
い
る
女
性
団
体
・

グ
ル
ー
プ
の
情
報
交
換
や
交
流

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に

「
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ
一

覧
」
を
作
成
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
は
、
平
成
９
年　

月
以

１２

降
に
新
た
に
結
成
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
の
登
録
お
よ
び
そ
れ
以
前

に
登
録
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
再

登
録
を
募
集
し
ま
す
。

　

【
対
象
】
代
表
者
と
主
な
構

成
員
が
、
区
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
で
、
政
治
・
宗
教
・

営
利
活
動
を
目
的
と
し
な
い
女

性
団
体
・
グ
ル
ー
プ

　

申
し
込
み
は
、　

月　

日
ま

１１

３０

で
に
電
話
で
男
女
平
等
推
進
セ

ン
タ
ー
℡
３
３
９
３
‐
４
４
１

０
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
へ
。

　

「
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
」

は
、
地
道
な
活
動
を
重
ね
、
選

挙
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

選
挙
の
現
状
に
問
題
意
識
を

お
持
ち
の
方
、
選
挙
啓
発
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま

せ
ん
か
。

　

【
応
募
条
件
】　

歳
以
上
の

２０

区
内
在
住
者
で
、
公
平
中
立
の

立
場
で
活
動
で
き
る
健
康
な
方

【
活
動
内
容
】「
話
し
合
い
活

動
」
（
友
人
同
士
の
集
ま
り
な

ど
日
常
の
い
ろ
い
ろ
な
場
で
、

暮
ら
し
の
中
の
身
近
な
問
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
活
動
）、研
修

会
へ
の
参
加
な
ど
。
ま
た
、
選

挙
時
に
は
ま
ち
で
資
材
を
配
る

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
【
任
期
】　
１２

年
４
月
１
日
〜　

年
３
月　

日

１４

３１

（
二
年
間
）
【
募
集
人
数
】
一

〇
名
程
度

　

申
し
込
み
は
、
応
募
要
領
に

添
付
し
て
あ
る
履
歴
書
に
必
要

事
項
（
応
募
動
機
の
作
文
あ

り
）
を
書
い
て
、　

月
３
日

１２

（
消
印
有
効
）ま
で
に
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
作
文
な
ど
に
よ
り
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

へ
。

※
応
募
要
領
は
区
の
施
設
に
あ

り
ま
す
。
郵
送
希
望
の
場
合

は
、
同
事
務
局
へ
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〈杉並区職員募集〉
申込締切日採用年月日第一次選考勤務場所受験資格募集職種

郵送＝１２月１３日
（消印有効）
持参＝１２月１５日１２年

４月１日

１２年
１月７日杉並保健所

国籍を問わず、昭和４５年４
月２日以降に生まれ、診療
放射線技師の免許をお持ち
の方または取得見込みの方

１名診療
放射線

郵送＝１２月８日
（消印有効）
持参＝１２月１０日

１２月２２日保健センター等
国籍を問わず、昭和４５年４
月２日以降に生まれ、管理
栄養士の資格をお持ちの方

１名栄養士

（注）１.選考場所等の詳細は、申し込み後受験票に記載して通知。２.申込書は、同係にあります。

杉
並
区
職
員

明
る
い
選
挙
推
進
委
員

妊
娠
出
産
休
暇
・
育
児
休
業

補
助
教
職
員
採
用
候
補
者

�
�
杉
並
区
さ
ん
あ
い
公
社

 
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
課
職
員

「　

世
紀
の
夢
に

２１
向
か
っ
て
」
応
募
作
品

「
女
性
団
体
・
グ
ル
ー
プ

一
覧
」
の
登
録
団
体

時　間内　容

�１１月２７日�

午後６時３０分～８時３５分
（午後６時開場）

映画「恋に落ちたシェイクスピ
ア」（字幕）　※①

午後６時～８時ダンスパーティー

�１１月２８日�

午前１０時～午後４時展示（写真）

午前１０時～午後３時

会員作品展示・販売（シルバー人
材センター）

包丁とぎ （シルバー人材センタ
ー）　※②

模擬店、植木・野菜即売

ふれあい茶会

相談コーナー（住宅、年金、健康）

親子木工教室

将棋大会※�

卓球大会※�

午前１１時～売切れまでバザー

午後０時５０分～１時２０分和太鼓演奏（オレンジボード太
鼓）※①

午後１時２０分～１時５０分セレモニー ※①

午後２時～３時３０分音楽会 井上高とハミングバード
「ウェスタンコンサート」※①

午前１１時～午後１時３０分男の料理教室 「魚料理に挑戦」 
※③

（注）※①＝先着３６６名。※②＝１本２００円・申込受付は午後１時締切・１
人２本まで※③＝事前申込制です。商工係へお問合せください。

　
　

月　

日
〜　

月　

日
は
東

１１

１６

１２

１５

京
都
エ
イ
ズ
予
防
月
間
で
す
。

昨
年
一
年
間
に
新
た
に
発
生
し

た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
全
国
で

四
二
二
人
（
エ
イ
ズ
患
者
数
は

二
三
一
人
）、そ
の
う
ち
東
京
都

内
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
数
は
一
五

三
人
（
エ
イ
ズ
患
者
数
は
六
二

人
）
で
全
国
の
三
分
の
一
を
占

め
て
お
り
、
最
も
多
い
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
エ
イ
ズ
（
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
）
と
は

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
の

免
疫
力
が
破
壊
さ
れ
、
健
康
な

時
に
は
何
の
害
に
も
な
ら
な
い

弱
い
病
原
体
（
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
）
に
も
抵
抗
力
を
失
い
、
カ

リ
ニ
肺
炎
や
悪
性
リ
ン
パ
腫
な

ど
の
症
状
が
現
れ
て
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
が
発
病
し
た
状

態
を
エ
イ
ズ
と
い
い
ま
す
。

◇
感
染
か
ら
発
病
ま
で

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
六

〜
八
週
間
か
け
て
血
液
中
に
抗

体
が
作
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

無
症
状
の
期
間
が
数
年
続
き
、

一
〇
年
で
約
半
数
の
人
が
エ
イ

ズ
を
発
病
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

無
症
状
期
は
自
覚
症
状
が
な

い
た
め
、
自
分
が
感
染
し
て
い

る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
ま
ま

人
に
感
染
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と

が
多
く
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

◇
エ
イ
ズ
は
予
防
で
き
ま
す

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
感
染
力
が
弱
く
、

感
染
ル
ー
ト
も
限
ら
れ
て
い
る

の
で
正
し
く
理
解
し
て
予
防
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
主
な
感
染
経
路
は
…

　

�
性
行
為
に
よ
る
感
染
�
血

液
を
介
し
て
の
感
染
�
母
子
感

染▽
エ
イ
ズ
を
予
防
す
る
に
は
…

　

安
全
な
性
行
動
を
心
が
け
、

不
特
定
多
数
の
相
手
と
の
性
的

接
触
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
コ
ン

ド
ー
ム
は
感
染
予
防
に
有
効
で

す
。正
し
く
使
う
こ
と
に
よ
り
、

梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感
染

症
な
ど
の
性
感
染
症
の
予
防
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
早
期
発
見
で
病
気
の
進
行
や

発
病
を
遅
ら
せ
ら
れ
ま
す

　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
匿
名

で
、
エ
イ
ズ
の
相
談
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

抗
体
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す

（
無
料
）。
検
査
は
、感
染
の
有

無
を
正
確
に
判
断
す
る
た
め

に
、
感
染
の
可
能
性
が
思
い
当

た
る
日
か
ら
三
カ
月
以
上
過
ぎ

て
か
ら
受
け
て
下
さ
い
（
希
望

に
よ
り
性
感
染
症
の
検
査
も
同

時
に
受
け
ら
れ
ま
す
）。結
果
は

本
人
だ
け
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

エ
イ
ズ
の
様
々
な
質
問
や
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

【
相
談
日
】　

月　

日
�
午

１１

２７

前　

時
〜　

月　

日
�
午
後　

１０

１１

２８

１０

時
ま
で
【
相
談
内
容
等
】
▽
総

合
相
談
℡
３
２
９
２
‐
９
０
９

０
▽
感
染
者
福
祉
相
談
℡
５
２

５
９
‐
０
６
１
９
▽
英
語
に
よ

る
相
談
℡
５
２
５
９
‐
０
２
５

６
▽
ゲ
イ
に
よ
る
相
談
℡
５
２

５
９
‐
０
７
５
０
▽
レ
ズ
ビ
ア

ン
に
よ
る
相
談
℡
５
２
５
９
‐

０
２
５
９
【
備
考
】
主
催
＝
Ｈ

Ｉ
Ｖ
と
人
権
・
情
報
セ
ン
タ
ー

／
後
援
＝
厚
生
省
、
エ
イ
ズ
予

防
財
団
、
東
京
都
、
杉
並
区
ほ

か
　

問
い
合
わ
せ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
と

人
権
・
情
報
セ
ン
タ
ー
℡
５
２

５
９
‐
０
６
２
２
へ
。

問
い
合
わ
せ
は
…

▽
杉
並
保
健
所
保
健
予
防

課
℡
３
３
９
１
‐
１
０
２

５
▽
荻
窪
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
３
３
９
１
‐
０
０
１
５

▽
高
井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
３
３
３
４
‐
４
３
０
４

▽
高
円
寺
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
３
３
１
１
‐
０
１
１
６

▽
上
井
草
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
３
３
９
４
‐
１
２
１
２

▽
和
泉
保
健
セ
ン
タ
ー
℡

３
３
１
３
‐
９
３
３
１

エ
イ
ズ
の
こ
と

エ
イ
ズ
の
こ
と�

エ
イ
ズ
の
こ
と�

エ
イ
ズ
の
こ
と�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

勤
労
者
や
そ
の
家
族
、
区
民

の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
映
画
会

や
音
楽
会
な
ど
の
楽
し
い
催
し

も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
下
表
の
と

お
り
【
会
場
】
勤
労
福
祉
会

館
・
西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

（
桃
井
４
―
３
―
２
）
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ

（
一
部
事
前
申
し
込
み
が
必

要
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
商
工
係

へ
。 忘

れ
て
い
ま
せ
ん
か

エ
イ
ズ　

時
間

３６

電
話
相
談

　　　
月　

日
�
・　

日
�　
　
　
　

第

回
勤
福
ま
つ
り

第　

回
勤
福
ま
つ
り

２７

２８

１１

１１６６
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「
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療

受
給
者
証
」
を
使
っ
て
、
今
年

５
月
に
病
院
な
ど
の
医
療
機
関

等
で
受
診
し
た
方
に
、
今
月　
２５

日
ご
ろ
ま
で
に
医
科
等
と
柔
道

整
復
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
費
通
知

を
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
に
健
康
と

医
療
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
保
険
事
業
を
健
全

に
運
営
す
る
こ
と
を
目
的
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
▽
医
科
＝
①
受
診
年

月
（　

年
５
月
診
療
分
）
②
入

１１

院
・
通
院
、
歯
科
、
薬
局
の
別

③
病
院
等
の
名
称
④
入
院
・
通

院
の
日
数
⑤
医
療
費
の
額
（
入

院
時
食
事
療
養
費
を
含
む
）
▽

柔
道
整
復
＝
①
施
術
年
月
②
施

術
所
名
ま
た
は
柔
道
整
復
師
名

③
医
療
費
の
額
で
す
。

　

５
月
に
受
診
し
て
い
て
も
、

医
療
機
関
等
の
請
求
が
遅
れ
て

い
る
場
合
や
、
医
療
費
の
額
が

三
〇
〇
〇
円
以
下
の
場
合
は
除

外
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保

険
外
診
療
分
は
医
療
費
の
額
に

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
通
知
内
容
の
照
会
に

つ
い
て
お
答
え
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
こ
の
通
知
に
関
し
て

特
に
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
計
画
推
進

課
高
齢
者
医
療
係
へ
。

老
人
医
療
を
受
け
た
方
に

  

医
療
費
通
知
を
郵
送
し
ま
す

　

自
宅
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
に

本
の
読
み
聞
か
せ
や
貸
し
出
し

を
無
償
で
行
っ
て
い
る
地
域
文

庫
・
家
庭
文
庫
に
、
図
書
な
ど

を
貸
し
出
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、　

月　

日
ま

１１

２５

で
に
中
央
図
書
館
（
〒　

‐
０

１６７

０
５
１
荻
窪
３
―　

―　

℡
３

４０

２３

３
９
１
‐
５
７
８
７
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１１

１４

　

時
〜
午
後
４
時
【
会
場
】
荻

１０窪
税
務
経
営
指
導
所
（
天
沼
３

―
６
―
６
吉
田
ビ
ル
二
階
東
京

税
理
士
会
荻
窪
支
部
内
）【
費

用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
税
理

士
会
荻
窪
支
部
℡
３
３
９
１
‐

０
４
１
１
へ
。

　

区
内
の
公
衆
浴
場
で
は
、
小

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
り
ん
ご
湯
の
無
料
入
浴
サ

ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１１

２１

４
時
〜
終
業
ま
で
【
会
場
】
区

内
の
公
衆
浴
場

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
正
午
以
降

に
都
公
衆
浴
場
組
合
杉
並
支

部
・
石
原
℡
３
３
３
４
‐
８
４

０
２
へ
。

　

区
で
は
、
平
成　

年
４
月
か

１２

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
解

説
ビ
デ
オ
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
デ
オ
は
、
一
五
分
間

　

二
泊
三
日
の
日
程
で
、
壷
や

大
皿
な
ど
の
大
作
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
作
品
は
窖
窯
で
一

週
間
か
け
て
焼
き
ま
す
。ま
た
、

窯
焚
き
、
窯
出
し
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

【
作
業
日
時
】
①
作
品
作
り

（
二
泊
三
日
）
▽
第
一
回
＝
１

月　

日
�
〜　

日
�
▽
第
二
回

１９

２１

＝
２
月
９
日
�
〜　

日
�
▽
第

１１

三
回
＝
２
月　

日
�
〜　

日
�

２３

２５

▽
第
四
回
＝
３
月
８
日
�
〜　
１０

日
�
▽
②
窯
焚
き
作
業
＝
５
月

中
旬
（
平
日
）
の
一
泊
二
日
③

窯
出
し
作
業
＝
６
月
７
日
�
〜

８
日
�
の
一
泊
二
日
【
会
場
】

す
ぎ
な
み
自
然
村（
現
地
集
合
）

【
対
象
】
区
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
で　

歳
以
上
の
方
【
定

１２

員
】
各
回
二
〇
名
程
度
【
参
加

費
】
一
万
八
〇
〇
〇
円
（
宿
泊

費
・
昼
食
・
交
通
費
は
別
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
陶
芸
教
室
係
」
と
明
記

し
、
希
望
の
回
、
代
表
者
の
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
を
書
い
て
、　

月　
１２

１５

日
（
必
着
）
ま
で
に
す
ぎ
な
み

自
然
村
（
〒　

‐
０
８
０
１
群

３７７

馬
県
吾
妻
郡
吾
妻
町
原
町
４
３

９
９
）
へ
。
同
伴
（
教
室
不
参

加
）
の
場
合
は
同
伴
者
と
明

記
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
同
村
℡
０
２

７
９
‐
６
８
‐
５
３
３
８
へ
。

 
窖
窯 
で
焼
く
陶
芸
教
室

あ

な

が

ま

★
高
齢
者
の
た
め
の
実
践
セ
ミ

ナ
ー
「
洋
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
」

　

【
日
時
】
１
月　

日
〜
２
月

１９

　

日
（
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を

１６除
く
二
〇
日
間
）
午
前　

時
〜

１０

午
後
４
時
【
会
場
】
東
京
都
高

年
齢
者
就
業
セ
ン
タ
ー
（
シ
ニ

ア
ワ
ー
ク
東
京
内
＝
Ｊ
Ｒ
飯
田

橋
駅
東
口
下
車
徒
歩
七
分
）【
対

象
】　

歳
以
上
で
講
習
終
了
後

６０

�
杉
並
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
就
業
で
き
る
方

【
定
員
】
若
干
名
（
選
考
）【
費

用
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
せ
は
、

往
復
ハ
ガ
キ
（
５
面
記
入
例
参

照
）
で　

月　

日
（
必
着
）
ま

１１

１９

で
に
�
東
京
都
高
齢
者
事
業
振

興
財
団
（
〒　

‐
０
０
７
２
千

１０２

代
田
区
飯
田
橋
３
―　

―
３
）

１０

℡
５
２
１
１
‐
２
３
２
７
へ
。

★
赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習
会

　
【
日
時
・
会
場
・
内
容
】左
表

の
と
お
り【
対
象
】全
日
程
出
席

で
き
る
健
康
な
方
（
子
ど
も
の

同
伴
は
不
可
）【
定
員
】二
五
名

【
参
加
費
】無
料
（
正
規
講
習

は
、保
険
料
二
〇
〇
円
が
必
要
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
５
面
記
入
例
参
照
）に
希
望
コ

ー
ス
名
、生
年
月
日
、職
業
を
書

い
て
、各
締
切
日（
必
着
）ま
で

に
、日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支

部
（
〒　

‐
８
５
４
０
新
宿
区

１６９

大
久
保
１
―
２
―　

）
へ
。
申

１５

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
講

習
日
前
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す

（
電
話
申
し
込
み
も
可
）。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
支
部
℡

５
２
７
３
‐
６
７
４
６
へ
。

〈赤十字家庭看護法講習会〉

内　容締切日日　時コース

・高齢者のお世話　
・病人の看護　　　
・現代病の予防　　
・介護用品の紹介　
・福祉サービスの利用　
　方法 など
　
　（講習時間２０時間）

１２月１日１２月７・８・１４・１５日
午前１０時～午後４時J１

正
規
（
一
般
）

１２月３日１２月９・１０・１６・１７日
午前１０時～午後４時J２

１２月７日１２月１３・１４・１６・１７日
午前１０時～午後４時J４

病人の寝具とねまきの
換え方
―ベットの選び方―

１２月７日１２月１３日
午後１時３０分～４時J３

短
期 病人のからだの清潔

―身だしなみのお世話と
　からだの拭き方など―

１２月１日１２月６日
午後１時３０分～４時J５

※会場は、J１～３＝日本赤十字社東京都支部（新宿区大久保１‐２‐
１５）、J４・５＝武蔵野赤十字病院（武蔵野市境南町１‐２６‐１）。

の
五
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
現
在
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
研
修
会
な
ど
で
利
用

希
望
の
方
に
は
貸
し
出
し
を
し

て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、広
報
課
へ
。

　

Ｃ
Ｓ
放
送
・
ス
カ
イ
パ
ー
フ

ェ
ク
Ｔ
Ｖ
／
デ
ィ
レ
ク
Ｔ
Ｖ

で
、
地
元
で
人
気
の
食
べ
歩
き

ス
ポ
ッ
ト
を
詳
し
く
紹
介
す
る

番
組
が
放
映
さ
れ
ま
す
。

　
　

月　

日
か
ら
は
高
円
寺
駅

１１

１１

編
、　

月　

日
か
ら
は
阿
佐
ケ

１１

２５

谷
駅
編
、　

月　

日
か
ら
は
荻

１２

１６

窪
・
西
荻
窪
駅
編
で
す
。

　

放
映
日
・
放
映
時
間
の
問
い

合
わ
せ
は
、
イ
マ
ジ
カ
食
チ
ャ

ン
ネ
ル
℡
３
２
８
０
‐
１
８
３

５
（
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）

１０

へ
。

　

区
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
習
慣

の
実
態
や
意
識
を
把
握
す
る
た

め
、
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
員
（
区
の
委
託
業
者
）

が
お
宅
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
対
象
】
区
内
在
住
の
満　

歳
１５

以
上
を
無
作
為
に
選
ん
だ
一
四

〇
〇
名
【
調
査
方
法
】　

月
中

１１

旬
に
業
者
か
ら
調
査
票
を
郵
送

し
、
下
旬
に
訪
問
し
て
回
収

　

問
合
せ
は
、
保
健
衛
生
部
保

健
計
画
課
へ
。

　

区
で
は
、
災
害
な
ど
の
緊
急

時
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
ジ
ェ

イ
コ
ム
東
京（
チ
ャ
ン
ネ
ル
２
）

を
通
じ
て
、
情
報
の
提
供
を
行

い
ま
す
。

　

ま
た
毎
日
二
回
、
ま
ち
の
話

題
な
ど
を
取
り
上
げ
た
「
フ
レ

ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
す
ぎ
な
み
」
を

放
映
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
チ
ャ
ン
ネ
ル
２
は
、
加

入
契
約
世
帯
と
電
波
障
害
対
策

地
域
な
ど
の
一
一
万
世
帯
で
視

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
は
、
ジ
ェ
イ
コ
ム

東
京
℡
０
１
２
０
‐
８
８
９
‐

８
１
６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

へ
。

※
な
お
、
杉
並
区
が
加
入
な
ど

の
営
業
活
動
を
行
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

郷
土
博
物
館
は
、
館
内
消
毒

な
ど
の
た
め
、　

月
６
日
�
〜

１２

９
日
�
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
同
博
物
館

℡
３
３
１
７
‐
０
８
４
１
へ
。

　

区
役
所
地
下
駐
車
場
は
、
電

気
設
備
の
点
検
の
た
め
、　

月
１１

　

日
�
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

２７
　

問
い
合
わ
せ
は
、経
理
課
へ
。
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地
域
・
家
庭
文
庫
の

 

活
動
を
援
助
し
ま
す

税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
に

り
ん
ご
湯
の

 

無
料
入
浴
サ
ー
ビ
ス

『
杉
並
区
の
介
護
保
険
』

 

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
貸
出
中

�
Ｃ
Ｓ
放
送
で
放
映　

 
中
央
線
沿
線
食
べ
ち
ゃ
う
ぞ

��
ご
協
力
く
だ
さ
い

生
活
習
慣（
運
動
・
休
養
等
） 

実
態
調
査

�ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
杉
並

区
の
番
組
が
見
ら
れ
ま
す

郷
土
博
物
館
の
臨
時
休
館

区
役
所
地
下
駐
車
場

休
日
利
用
臨
時
休
業

　
す
ぎ
な
み
自
然
村
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〈医療費を上手に使うための５つのポイント〉

病気の早期発見・早期
治療を心がけましょう1

栄養・運動・休養の健康三原則を
守りましょう５

定期的に健康診断を
受けましょう３

同じ病気でいくつも違う
お医者さんにかかるのを
やめましょう
４

かかりつけ医を
持ちましょう２
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あなたの声を区政に反映します！

杉並区ホームページ
http://www.city.suginami.tokyo.jp/

みなさんのご意見・ご要望をお待ちしています。
　　　　　　　　問い合わせは、区政情報課へ。


